










1.はじめに

仙台市では聴覚言語障害を診断指導する中心施設として昭和 43 年に宮城県医師会ヒアリ

ングセンターが設立され,それを機に三歳児健康診査に独自の耳科専用アンケートが導入

され,幼児の聴覚・言語異常の早期発見,療育に積極的に取り組んできた。その後平成 3年

より耳科用アンケートにティンパノメトリーを加えた新たな三歳児健診が宮城県全域でス

タートしたが,それまでの実績をふまえ,円滑に健診が運営されてきた。

しかし,このような確立されたシステムにもかかわらず,三歳児健診を受検したが見逃され,

後に難聴が発見されるケースも時に存在する。

そこでこのような症例の経過を呈示し,それぞれの問題点を明らかにすることにより今後

の健診システムヘの問題提起としたい。


